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1 さんまを買 う時は必ず凍ってV,るのをそ7)場で開

いてもらいます｡冷凍魚はとかしてしまうと液が

沢山出ます｡ ドリップとV,われ魚の旨味､栄養分

が沢山含まれていますo冷凍魚が美味しくないと

言はれるのは ドリップさせてしまうからです｡

2 独得の生臭味はしょうが､ねぎ､酒などで消しま

す｡

3 おかずとしては1人当り正味 100g披ほしいもので

す｡さんまは捨てられる卦(頭,肯､内臓等)が30

-35,%ですから丸のままですと140g､即ち約40匁

見当になります｡
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(注)価格は耶戯市場

iI 上の表で見るようにさんまは成分的に豚肉と殆ん

ど同じで価格は半分ですが､栄養的にビタミン斉

に欠けてV,ますから必ず野菜をたっぷり添えてい

ただきましょう｡

(新 壇 博 子)
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1961年期か甘廉の買上げ価格が農家の生産費をわる安

い価格であるとして､農民代表がその引上げを交渉して

以来､農家'Dii-'.産熱こ対する関心は-"一層 高変ってきたが､

生I-g･:驚詞杏の結果は単に価格の決lai'資料として枢要であ

るばか りでなく､経 営の改善にまた唾賓で あり至すの

で､今後このLj1両にd､大V,に役;r/tてもらいたV,と思V,

ます0

1962年期のEr蔭の買上価格についてもEL-感 費が問題と

なり､野菜藤議会におV,ては小委員会をもうけ再=三にl-ら

り解読D結果やつとその実が攻と変り価格D決･-JlLをみた

ようであります｡それに引締V,てノ今度は妙祈D',f-!':易lj由

化開溝が拝 卜り､それに対する合叩化対策が日下政府で

しんけん:こけんようされてfJり吏す(｡fr値 化に対処する

たb碑 紺if謝 杵である農家ゴい IJu二に,諸であ'J⊃F'.Jg,･FiJjF>1,

･休J_TLつて′卜.慮費D,3倍 卜げt,こ"!1らねばなり王せん｡

L11畑 糊.･1Lたいて世界 塙 V,抄新とV,ラ.-I,71をiiIj;lrす る

LからJ,是非ともtJ摩 ､加ユ満面-b･らの合1-Lu･_TtによりfL:_

邦雄ノT,;3日∵ll-/Tjを断行し､安 くてよい砂肝を射 L_にi去り､

(4)

喜推媒嘉某華薦碧蓋もって外国糖と競争していかなければならなV,と思V,ま
すoそれにつきまして庶作農虜がよいH'燕を'Fi:･く′卜.推す

るためにEf-:産額をどのようにして幌淋したらよいかとい

うことについて紙数の機関内で巾 卜げたいと/ELLf.いたす.

2

生産費の費E]の中には ､ ･一･J/L一四と,llIlnJJ'.iJ～上いう二つD

区別があります｡一定費というvI)汰/f-:Jjf.･!;-I(W-_'i･かろうと

少なかろうと､その費用がほぼ-JIiIしてV､るIL,ノ)で､例

えば篠笛賛､El儀畜屑 学､農具埋､細物費ノー巨 ノ)/lHL､rt1､

のであります｡

変動費とは収量が多くなるにつii/L'抑1日,fy',く),:)7Jも

ので､例えば肥料均､扉川′jl･({('､防除華rii:U)'iHiyd､J)

であります｡

減少することにて〉こり吏す,,日日ち招けHI/:'こ1=に_｣､つ こ/i-:

FjE=f増のIjr卜げがl･JIJLEといr)こIL_;こナl二り吏J-r.;FこここJ';Jhj

費用の引ぎ卜げについて けんとうLr_.,7′J/､:い土li:;∴′､モ

す｡

日 生ザ:iJ一一は多収椎に上って '',I('71位引 卜1-.'､r L



であります ･J,E粥は 収F(の多少には 関係ありません

7'):､か桝II;jこllql-:･r)増加につれ ,Jyi,く′仁り吏す ところ

で､今IFJJ'll～Jl士即瓜以上に-J,ELEutのrjTき卜1ザがLH.来ればL]:_

稚矧ま輯拭されることになりますo

q,日 米は多収椎によって一定鐙が着るしく軽減された例

であります

第 1表 夢収種農家と一般農家の生産比畷
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備 考

1昭和3年'富民協会

の調奄による｡

2多収麓農家9戸､

一般農家は117戸の

平均である｡

即ち変動孜は多収穫農家の方が一般農家に比して168円

多くかかつてVlますが､一定費の方は多収穫農家の方が

平るしく低く､一般農家のおよそ半分で740円も少なく

かかっていますOその結果石当り生産費に_おV,ては､多

収性LM<-'Rが一般農家に比して24,%も軽旅されてV,ること

がわかります｡

次に甘煮につV,て申し上げましょう0第 2表は1960年

期の甘燕のqf.産韓を一定韓と変動費に卦けて植付時間別

に見たものでありますO夏植､春植､株出の平均反当収

税は6,113kgで､屯当り生産費は1185ドルでありますが､

今 この反当収環を10屯まで摘めることが出来､一方その

敢用は同じだと仮定致しますと屯当生産費は725ドルと

なり増収によって460ドルの費用の引下げとなります｡

比率にJsV,てはおよそ40,%の引き下げになるわけです｡

つぎに6,日3kgの反当収塵が10屯に増ImL､その費用

が2割多くかかったことにしますと､ どうなりますか ｡

その糊合､年夜戦は845ドルとなり､前記の生産費に対し

まして3LOドルの引き下げになります｡(比率に患V'て29

00の縦少であります｡)これを夏値､春値､株出と比較

してみますと､それぞれ3.37ドル､6.18ドル､30セント

の牛礁費の引き下げとなり､多収優がいかに生産費の引

きTげに大きな役割を果すかと言う事がわかります｡

(5)

第 2表 甘煮生産突 (1960年押､
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(2)一定費中の自家畜力怨､農具費､建物鞍の如きもの

は､その利用度を高め一定費を多くの作物に分散させる

ことである.例えば､害力費にあいて役畜を運搬や耕起

のみに使わず甘煮の湛堀りや中耕､培土､或は他の作物

の作業にも広く利用すれば甘農の負担すべき畜力費は少

なくなり費用の引下げになります｡

(3)大農具の如きはその手入れをよくし､坂扱いをて

vlねvlにやることによって減価償却費を軽減すること｡

例えば､動力耕左横の耐用年数は普通7年でありますが､

その取扱∨､や手人をよくや って耐用年数が10年に伸びれ

ば､その費用は軽減されることになりますO

(4)技術の改善によって､ 同一丑の符用の効果を高

めること｡例えば､肥料の施し方の改啓や種類の選択､配

合の方法やその割合などを合理化することによって同盃

の肥料でもその効果に差を生じ生産者の増加､仏V.ては

生産費の引き下げになるのであります｡

(5)生産費中の購入材料を自給材料によって 代用す

ることである｡購入肥料を自給肥料によって代用すれば

運搬穀や中間的費用がかからなV,ため貨用が安くつ く｡

1960年期の甘廉の肥料費を購入肥料 と自給肥料に分

け,それを比率で示せば夏櫨が 57:43%､審櫨が54:46%､

株出が86.･14,%となる.各期とも購入月餅牛の占める比率が

高V､ 殊に株出の場合は 9割近 くまでが購入肥料によっ

てV'ることがわかりますo従って､ この購入肥料費の何

割かを自給月餅斗によって代用させることが出来ればそれ

だけ生産費の引き下げになるわけであります｡その外作

業別投下労働虫と雇用､自家労働との関係や自給､購入

の面からの引き下げも考えられますが､そのけんとうは

紙面の都合で次の機会にゆずりたいと思います｡

(池 原 :■ - )


